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山口市優良建設工事業者表彰要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、山口市（上下水道局を含む。）が発注した建設工事（以下

「工事」という。）を優秀な成績をもって施工した者を表彰することにより、

適正な工事の施工と技術の向上を図るため、必要な事項を定めるものとする。 

（表彰の種類及び選考対象） 

第２条 表彰は、優良建設工事業者表彰とし、工事を優秀な成績で施工した受注

者を対象とする。 

２ 選考の対象となる者は、本店又は支店若しくは支店に準ずるものを山口市内

に有し、山口市（上下水道局を含む。）が発注した工事を施工した受注者のう

ち、表彰年度の前年度（以下「表彰対象年度」という。）に完成した土木系工

事、建築一式工事に係る営繕系工事又は建築一式工事以外の営繕系工事のそれ

ぞれについて、当初請負金額が１，０００万円以上の複数の工事（以下「対象

工事」という。）に係る工事成績評定点が優秀な者であって、次の要件を全て

満たす者とする。 

(1) 表彰対象年度において、施工した全ての業種の工事成績評定点がそれぞれ

の工事について７２点以上であること。 

(2) 表彰対象年度以降に、建設業法に基づく監督処分及び山口市入札参加資格

者に係る指名停止等措置要領に基づく指名停止を受けていないこと。 

３ 前項に定める者のうち、土木系工事については、対象工事の工事成績評定点

の平均点の高い者から５者を選考対象とする。営繕系工事については、建築一

式工事の対象工事の工事成績評定点の平均点の高い者から２者を選考対象とし、

建築一式工事以外の対象工事の工事成績評定点の平均点の高い者から３者を選

考対象とする。 

４ 前項において、対象工事の工事成績評定点の平均点が同一の場合は、対象工

事の受注件数の多い者を選考対象とし、対象工事の受注件数が同数の場合は、

対象工事の当初請負金額の合計額の高い者を選考対象とするものとする。 

（表彰の方法） 

第３条 表彰は、市長が毎年１回行うものとし、被表彰者には表彰状を贈呈す

る。 

（審査委員会） 

第４条 第２条に定める表彰の審査を行うため、山口市優良建設工事業者表彰審

査委員会（以下「審査委員会」という。）を置くものとし、委員長及び委員に

より構成する。 
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２ 委員長は、山口市入札制度等検討委員会設置要綱第３条に規定する会長と

し、委員は同条に規定する副会長及び委員並びに上下水道局副局長とする。 

３ 委員長は、会務を総理し、審査委員会の会議の議長となる。 

（会議） 

第５条 審査委員会の会議は、必要に応じ委員長が招集する。 

２ 審査委員会は、委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 審査委員会の会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のとき

は委員長の決するところによる。 

（推薦の手続） 

第６条 契約監理課長は、第２条の規定に基づき表彰に値すると認められるもの

があるときは、山口市優良建設工事業者報告書（様式第１号）を審査委員会に

提出するものとする。 

（被表彰者の決定） 

第７条 被表彰者は、審査委員会の審査結果に基づき市長が決定するものとす

る。 

（被表彰者の公表） 

第８条 被表彰者については、山口市公式ウェブサイトで公表するものとする。 

（表彰の決定の取消し） 

第９条 表彰決定の日から表彰日までの間に、次の各号のいずれかに該当すると

きは、表彰の決定を取り消すものとする。 

(1) 被表彰者が施工した工事に受注者の責めに帰すべき事由による契約不適合

が判明した場合 

(2) 被表彰者が建設業法に基づく監督処分を受けた場合 

(3) 被表彰者が山口市入札参加資格者に係る指名停止等措置要領に基づき指名

停止を受けた場合 

(4) その他被表彰者として不適当と認められる行為があった場合 

（優良業者への優遇措置） 

第１０条 市長は、第２条第２項に定める者のうち、対象工事の工事成績評定点

の平均点７４点以上の者を優良業者とし、翌年度（以下「優先指名期間」とい

う。）の市長が指定する指名競争入札の指名参加について、優良業者を優先的

に選定することができる。 

２ 指名競争入札の発注において、前項の優良業者（次に掲げる者を除く。）の

全てを指名する場合は、山口市契約審査会設置要綱の審査会の審査を要しない

ものとする。 

(1) 発注する工事の業種について山口市競争入札参加資格審査事務処理要領に
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定める有資格業者でない者 

(2) 次条の規定により優遇措置が終了した者 

（優遇措置の終了） 

第１１条 優先指名期間に、次の各号のいずれかに該当するときは、優遇措置は

終了するものとする。 

(1) 優良業者が施工した工事に受注者の責めに帰すべき事由による契約不適合

が判明した場合 

(2) 優良業者が建設業法に基づく監督処分を受けた場合 

(3) 優良業者が山口市入札参加資格者に係る指名停止等措置要領に基づき指名

停止を受けた場合 

(4) その他優良業者として不適当と認められる行為があった場合 

（庶務） 

第１２条 審査委員会の庶務は、総務部契約監理課において処理する。 

（補則） 

第１３条 この要領の施行に関し必要な事項は、別に定める。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、平成２４年４月１日から施行し、平成２３年度に完成した工事から

適用する。 

（山口市優良建設工事表彰要領の廃止） 

２ 山口市優良建設工事表彰要領は廃止する。 

（平成２６年の改正附則は、省略する。） 

   附 則 

 この要領は、令和４年４月１日から施行する。 

   附 則 

この要領は、令和６年４月１日から施行する。
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様式第１号（第６条関係） 

山口市優良建設工事業者報告書 

                                                契約監理課長          

 
工 事 区 分 

 
土木系   営繕系（建築一式）  営繕系（建築一式以外） 
 

 
受 注 者 名 

 
 

 
代 表 者 

 
  

 
所 在 地 

 
  

対 

象 

工 

事 

の 

工 

事 

成 

績 

評 

定 

点 

 
工事番号 

 

 
工 事 名 

 

 
請負金額 

 

 
工事成績 
評 定 点 

 

    

    

    

    

    

    

    

 
工事成績評定点平均点 

 
 

 

参 

 

 

考 

次の事項に該当はない。 

 

①表彰対象年度のすべての業種における工事成績評定点７２点未満の工事 

 

②建設業法に基づく監督処分 

 

③山口市入札参加資格者に係る指名停止等措置要領に基づく指名停止 
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日 

 

山
口
市
長 

 

Ａ３ヨコ 


